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鹿
沼
市
と
東
京
都
墨
田
区
と
の
交
流
は
、
旧
粟
野
町
時
代
の
昭
和
五
十
三

　
鹿
沼
市
と
東
京
都
墨
田
区
と
の
交
流
は
、
旧
粟
野
町
時
代
の
昭
和
五
十
三

年
に
墨
田
区
の
校
外
学
習
施
設
「
あ
わ
の
自
然
学
園
」
が
上
粕
尾
地
内
に
開

年
に
墨
田
区
の
校
外
学
習
施
設
「
あ
わ
の
自
然
学
園
」
が
上
粕
尾
地
内
に
開

設
さ
れ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
始
ま
り
ま
し
た
。
交
流
を
深
め
て
い
く
中

設
さ
れ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
始
ま
り
ま
し
た
。
交
流
を
深
め
て
い
く
中

で
、
旧
粟
野
町
時
代
に
相
互
友
好
協
定
を
結
び
、
鹿
沼
市
・
粟
野
町
の
合
併

で
、
旧
粟
野
町
時
代
に
相
互
友
好
協
定
を
結
び
、
鹿
沼
市
・
粟
野
町
の
合
併

後
の
平
成
二
十
四
年
に
友
好
都
市
提
携
を
し
て
い
ま
す
。
広
報
紙
で
お
互
い

後
の
平
成
二
十
四
年
に
友
好
都
市
提
携
を
し
て
い
ま
す
。
広
報
紙
で
お
互
い

の
区
と
市
を
紹
介
す
る
紙
面
交
換
企
画
も
、
今
年
で
七
回
目
を
迎
え
ま
す
。
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。
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新
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冨
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三
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六
景  

神
奈
川
沖

神
奈
川
沖

浪
裏
」
が
採
用
さ
れ
る
な
ど
、
今
な
お
多
く
の
人
々
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魅
了
し
続
け
る
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葛

浪
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採
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企
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で
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迎
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ま
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。
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は
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新
千
円
札
に
葛
飾
北
斎
の
作
品
「
冨
嶽
三
十
六
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神
奈
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採
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さ
れ
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な
ど
、
今
な
お
多
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の
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魅
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し
続
け
る
「
葛

飾
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し
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の
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① 

回え

向こ
う

院い
ん

　

明
暦
３
（
１
６
５
７
）
年
に
発
生
し
た

「
明
暦
の
江
戸
大
火
」
で
亡
く
な
っ
た
方
を

合
葬
・
供
養
す
る
た
め
建
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

北
斎
は
こ
の
回
向
院

で
、
大
き
な
布
袋
尊
の

絵
や
、
米
一
粒
に
雀
２

羽
を
描
い
た
と
い
う
逸

話
が
あ
り
ま
す
。

　今回ご紹介する葛飾北斎
ゆかりの地は、「すみだまち
歩きガイドツアー」（毎週金・
土・日に実施）の「両国歴史
コース」や「両国北斎コース」
でご案内しています。
　詳しいスケジュールは、
墨田区観光協会のホーム
ページでご確認ください。

 

② 

両
国
橋

　

北
斎
は
隅
田
川
両

岸
の
景
色
を
描
い
て

お
り
、
そ
れ
に
狂
歌

が
添
え
ら
れ
た
「
絵

本
隅
田
川 

両
岸
一

覧
」
と
い
う
作
品
が

あ
り
ま
す
。
全
３
冊

か
ら
な
る
絵
本
で
、

隅
田
川
を
上
流
へ
遡
り
情
景
を
描
き
出
し
て

い
ま
す
。

墨田区観光協会
大山智子さん

すみだ観光ガイドの会
中村庸司さん

「すみだ観光ガイドの会」、「墨田区
観光協会」の職員さんに葛飾北斎ゆ
かりの地をご紹介いただきました。

　

日
本
を
代
表
す
る
浮
世
絵
師
。

墨
田
区
に
生
ま
れ
、
お
よ
そ
70
年

に
わ
た
り
描
き
続
け
た
作
品
は
、

没
後
１
７
５
年
を
経
た
今
日
も
、

ま
す
ま
す
高
い
評
価
を
得
て
お
り
、

世
界
の
偉
大
な
芸
術
家
と
し
て
も

広
く
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

葛飾北斎「冨嶽三十六景 神奈川沖浪裏」

「
葛
飾
北
斎
」と
は
？

今
回
紹
介
す
る

 

「
葛
飾
北
斎
」
ゆ
か
り
の
地

●

❸
❶

★

❹両
国

首都高速７号線

都
営
大
江
戸
線

清
澄
通
り

清
澄
通
り

一
の
橋
通
り

隅 
田 

川

両国 ❺

❷

北斎通り北斎通り

都
営
大
江
戸
線

国
技
館
通
り

国
技
館
通
り

総武線快速総武線各駅停車

総武線各駅停車

文

両国

表紙の「葛飾北斎の
ブロンズ像」はこちら
（東京東信用金庫両国本部ビル）



　　　　　  2024.123

企
業
図
鑑

友
好
都
市
・
墨
田
区

年
末
年
始
の
業
務
案
内

ふ
る
さ
と
納
税
／

フ
ラ
ッ
シ
ュ

ふ
る
さ
と
大
使
／

更
生
支
援

市
民
の
ひ
ろ
ば

お
知
ら
せ

み
ん
な
の
健
康

友
好
都
市
・
墨
田
区

の
常
設
展
プ
ラ
ス
「
隅
田
川
両
岸
景
色
図
巻

（
複
製
画
）
と
北
斎
漫
画
」
で
は
、
全
長
約

7
m
に
及
ぶ
「
隅
田
川
両
岸
景
色
図
巻
」
の

高
精
細
複
製
画
や
、
今
月
の
逸
品
と
し
て
北

斎
の
錦
絵
シ
リ
ー
ズ
か
ら
１
作
品
、『
北
斎

漫
画
』
を
は
じ
め
と
す

る
北
斎
の
絵
手
本
（
実

物
）
の
ほ
か
、
レ
プ
リ

カ
を
約
15
冊
展
示
し
て

い
ま
す
。
特
に
「
北
斎

漫
画
」
は
手
に
取
っ
て

見
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
、
お
す
す
め
で
す
。

　
北
斎
は
多
彩
な
作
品
を
手
掛
け
て
い
る
こ

と
か
ら
、
子
ど
も
か
ら
ご
年
配
の
方
ま
で
、

自
分
の
好
み
の
作
品
を
見
つ
け
る
こ
と
が

で
き
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
絵
に
生
涯
を

捧
げ
た
北
斎
の
生
き
様
も
魅
力
の
一
つ
で
あ

り
、
お
越
し
い
た
だ
い
た
際
は
、
そ
の
よ
う

な
北
斎
の
人
物
像
に
つ
い
て
も
想
い
を
馳
せ

て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
鹿
沼
か
ら
の

ご
来
館
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
当
館
は
、
北
斎
が
生
ま
れ
た
と
さ
れ
る
北

斎
通
り
に
面
し
た
場
所
に
あ
り
、「
葛
飾
北

斎
」
と
い
う
偉
人
を
さ
ま
ざ
ま
な
切
り
口
で

紹
介
し
て
い
ま
す
。
３
階
・
４
階
で
は
、
数

え
90
歳
ま
で
生
き
た
と
さ
れ
る
北
斎
の
生
涯

を
画
号
ご
と
に
紹
介
し
た
常
設
展
に
加
え
、

そ
の
多
彩
な
作
品
を
テ
ー
マ
ご
と
に
ス
ポ
ッ

ト
を
あ
て
た
企
画
展
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

世
界
的
に
有
名
な
北
斎
で
す
が
、
実
際

に
来
場
者
も
外
国
の
方
が
多
く
、
体
感
で

す
が
6
～
7
割
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。
特
に
、「
冨
嶽
三
十
六
景
の

波
が
見
た
い
」
と
い
う
人
が
多
い
で
す
ね
。

ま
た
、
新
千
円
札
採
用
を
記
念
し
た
特
別
展

の
と
き
は
、
夏
休
み
期
間
で
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、
子
ど
も
へ
の
教
育
を
目
的
に
家
族
連
れ

も
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
は
じ
め
て

来
館
し
た
と
い
う
人
も
多
く
、
新
千
円
札
へ

の
採
用
が
、
北
斎
に
興
味
を
も
っ
て
い
た
だ

く
い
い
機
会
に
な
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
北
斎
の
作
品
は
、「
冨
嶽
三
十
六
景
」
が
注

目
さ
れ
が
ち
で
す
が
、
他
に
も
魅
力
的
な

作
品
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。
現
在
開
催
中

副館長
和田幸恵さん

主任学芸員　
奥田敦子さん

「すみだ北斎美術館」の職員さんに
お話を伺いました。

次回開催の
企画展の
ご案内

　江戸時代に流行した絵暦を展示
し、暦の文化の一側面をご紹介し
ます。
展覧会名 読み解こう！北斎も描い

た江戸のカレンダー
期　間 12月18日㈬～ 
 令和７年３月2日㈰

 
③ 
吉
良
邸
跡
（
本
所
松
坂
町
公
園
）

　

ご
存
じ
「
忠
臣
蔵
」
の
舞
台
と
な
っ
た
お

屋
敷
で
す
。
元
禄
15（
１
７
０
２
）年
に
赤
穂

浪
士
が
本
所
の
吉
良
邸
に
討
ち
入
り
、
主
君

の
敵
を
と
り
ま
し
た
。

　
こ
の
討
入
の
際
、
吉
良
側
の
家
老
で
討
ち

死
に
し
た
小
林
平
八
郎
は
、
北
斎
の
母
方
の

曽
祖
父
で
あ
っ
た
と
い
う
話
が
あ
り
ま
す
。

 

④ 

本ほ
ん

所じ
ょ

割わ
り

下げ

水す
い

　

北
斎
は
、
宝
暦
10
（
１
７
６
０
）
年
に
、

本
所
割
下
水
（
現
在
の
北
斎
通
り
）
周
辺
で

生
ま
れ
ま
し
た
。

 

⑤ 

す
み
だ
北
斎
美
術
館

　
平
成
28
（
２
０
１
６
）
年
11
月
に
、
郷
土

の
偉
大
な
芸
術
家
で
あ
る
北
斎
の
顕
彰
と
、

地
域
活
性
化
を
目
的
に
開
館
し
ま
し
た
。

　
北
斎
と
そ
の
門
人
の
作
品
を
紹
介
す
る
ほ

か
、
北
斎
と
墨
田
区
の
関
わ
り
な
ど
を
分
か

り
や
す
く
伝
え
て
い
く
た
め
、
展
覧
会
を
は

じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
普
及
事
業
を
行
っ
て
い

ま
す
。

※詳しくは、すみだ北斎美術館公式ホームぺージを
　ご確認ください。

ご利用案内
◯開館時間　午前９時30分～午後５時30分
　　　　　（入館は午後５時まで）
◯休館日  毎週月曜日（月曜が祝日または
  振替休日の場合は、その翌平日）、
  年末年始
上記以外にも臨時休館する場合があります。
◯AURORA（常設展示室）観覧料
　1. 一般　400円
　2. 高校生、大学生、専門学校生、65歳以上　300円


